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「てきることから創(はし)める」をキーワードに、施設分離型から

スタートした本市の小中一貫教育。

小中一貫教育の手法を導入して10年目となる平成27年度は、

次のステージへ、新たな一歩を踏み出します。

子どもたちの未来を彩る
~学びを,ゞ次の

小中一貫教育導入

以前の八潮市は、長年

にわたり「基礎学力の

定着が十分でない」、

「不登校児童生徒が

多しU等、学校教育上

の課題が解決されな

い状況が続いていま

した。

小中一貫教育
ーージヘ~

これらを解決

するために、

「小中一貫

教育の手法」

を導入

しました。

八潮市は、平成18年度に内閣府から「構造改革特別区域計画 U醍朝市小中一貫教

育特区)」に認定(平成20年度より教育課程特例キ刻され、市内全小中学校(小学校

10校、中学校5キ劾を小中一貫教育研究校として指定しています。これまで、中学

中心とした5つの研究ブロックに分け、子どもたちの「学びをつなぐ」ため

ロックL 特色を活かしながら様々な取組を行ってきました。

その結果、「びをつなぐ」こについて教職員の意識が高まり、基礎学の定着や

不登校児童生徒、'子問題行動の減少等IL {の成果が見られるように'りました。

小中一貫教育で目指すもの

『学力の向上. 『豊かな↓Dの育成』
基礎基本の定着を図り、 異学年交流の充実や、

自ら学ぶ力を育成 不登校の解消

小中学校をつなぎ務教育9年間にわたる

連続性・系統性を大切にしながら、子どもたちを
育てていきます

平成27年度は、八潮市小中一貫教育がこれまでの教育課題を解決するーつの手法

として導入して以来10年目を迎えます。

「学びをつ大
/

平成27年度は、小・中 9年つなくをり太く、強固に結び、小中一

貫教育のさらなる深化・充実を図、こめ、ハ 【子どもたちの未来を彩る小

中一貫教育~学びを結ぷ次のステージヘ こに設定しました。これからも、

「学力の向上」と「豊力寸よDの育成」を目指し取り組んでぃきます。

^
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平成27年3月八潮市教育委員会
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平成18年度

全般

■内闇府から「構造改革特別
区域計画(八潮市小中一貫教

育特区)」に認定(H20年度認
定取り消し)

これにより、本市独自の教育

課程(えらべる科、ふるさと科、
英語活動)を実施することが可
能になりました。

学びがかわる

特長①
ハード面(施設一体型の小

中一校の建設や小中字校
の統廃合など)ではなく、ソ
フト面(教育内容の見直し・
充実、指導方法の工夫・改善)
からのスタート!

推進体制

研究指定

,E

会の.・誕学キ交'
島(~H21年゛
学校教育審議会を新たに設置

し、『橋造改革特別区域計画(ハ

潮市小中一貫教育特区)認定に伴
う八潮市小中一貫教育の在り方
について』諮問を行いました。

構成員は、大学教授や PTA会

長、町会・自治会長、学校長など

15 名で、平成 21年度までの2
年にわたり審議いただきました。

推"・別,■小中一

(~H21年':)
^
^

市議会に特別委員会が設置さ

れ、議員による調査・研究が実施
されました。

教職員が検討部
会の構成員となつ
て、学力向上や豊

かな心を育む具体

策について研究を
進めています。

.

八潮市^埼玉県

H23

96.3

H24

■小中一貫教育推進準備委
員会を設置
小中一貫教育の研究がスター

トし、「学校生活部会」、「交流活

動部会」、「教育課程部会」の 3

部会で検討が始まりました。

学びでつなぐ

保護者・地域

保護者や地域の
方々にご理解とご

協力をいただきな
がら小中一貫教育
を進めています。

,t

96.8

■文部科学省から「教育課程
特例校」に承認(H22年度指
定廃止)
教育特区が全国展開されたこ

とにより特区の認定が取り消さ

れ、新たに文部科学省から教育課

程特例校として承認されました。

特例校とは、学校または地域の

特色を生かした特別の教育課程
を編成して教育を実施すること

ができる学校です。

その後、平成23年度の新学習

指導要領の全面実施に伴い、平成
22年度に特例校の指定も廃止さ

れ、現在は新学習指導要領の趣旨

に則り、実施しています。

特長②
新規事業や取組の見直し・

検討など、小中教職員からの
ボトムアツブで推進!

H25

■小中一教育推進準備委員
会での検肘

「英語活動部会」、「えらぺる科
部会」、「ふるさと科部会」で、

'計画例や教材例を検討し、作成

しました。

■小中一貫教育の説明会・
講演会を実施
保護者や地域の方々に、小中

一貫教育について理解していた

だくために、導入の経緯や趣旨、

内容等について、説明会や講演

会を実施しました。

見る

貴教育

■5校へ研究一・121^)
潮止小、松之木小、八潮中、ハ

側ヒ小、八條中に小中一教育の

研究を委嘱し、特区による教育課

程を段階的に'入しました。

きめ細やかな教
育を実践するた

め、様々な人材を
配置しています。

また、導入当初

と比較すると、基
礎学力は県平均を
上回り、不登校の

発生率は県平均を
下回るなど、成果
が見られます。

●少
(学力向上指'含む)

.さわやか相談

●介助

●理科支援

●語学指'助

●乢で語学指導助手)

周各部会での検討
「教育課程連携部会」では教育

課程や委嘱校の連携、「学力向上
連携部会」では八潮 Ba5ic、「学校

生活遍笑部会」では生活・学習ガイ

ドについて検討を行いました。

■はばたき

プランの作成
保護者・地域向

けのり一フレツ

トを、毎年、作成

し、取組について

周知しています。

■10捷、、可暁委嘱(ー・・121'霞)
市内 10校に研究委嘱を行い、

これにより、全小中字校15校で

5中学校ブロックでの連携、研究

がスタートしました。

岡一,,
はば禅^ソ

100,0

蜜相互授業参観
保護者に小中

学校の特色を理

解していただく

ために、八條中

と八側ヒ小で相

互の授業参観

を行いました。"20.3月発行
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学びでつなぐ確かな連携へ

平成21年度

瞥学校'、'、"..会から答申
学校教育審議会から、本市の小

中一貫教育の在り方について、

「義務教育9年問の連続性・系統

性に基づいた教育課程」や「確か

な学力の向上」、また、「豊力寸',D

の澑養」や「今後の小中一貫教育

の形態等」について、答申が出さ

れました。

小中一教育をより推進する

ために、教育委員会学校教育部化

小中一貫教育推進室が新たに設

置されました。

■小中一貫教育の教育保程を
全面実施
小学校3年生から八潮市独自

の教育課程を全小中学校で学ぺ

ることになりました。

■八潮市シヨイント教室の実施

小学校6年生の中学校への不

安軽減を目的に、中学校職員によ

る授業や部活動体験など、中学校

入学説明会と兼ねて実施してい

ます。

平成22年度

巨小中一教育推進委員会各

部会での検討(準備委員会か
ら名称変吏)
・けいかく部会・一単元配列表の作成

・まなび部会・・八潮Ba5iCのr"成

・こころ部会,一生活・学習ガイドの作成

・しえん・,・特別支援教育の在り方

■研究発表
・八潮中ブロック(潮止小、松之

木小、八潮中)

・八條中ブロック(八條小、八條

北小、八條中

■八潮 BasiCの配付

国語と算数・数学の基礎学力問

題集です。小学校3年生から中学

校3年生まで

の全児童
A熱址

、生徒に配付 ト:. ^郭

しています。

.教職員ジヨイント研修

小中の教員が異校種の学校で

体験研修を終日行います。

学びをつなぐ

平成23年度

■各部会での検討

・けいかく部会・・・小中一貫教育Q&A
・まなび音β会・・・八潮 Ba5iCの検証

・こころ部会,・,生舌・与^・rド

の検証

・しえん部会一個別支援

ファイノ匡刀検討

■合同報告会
毎年度末に行

われる小中一

教育合同報告会

で、^、らJJ、

中一教育への

ご意見や感想を

いただきました。

.生活学習カイトの配村

小学校1年生から中学校3年生
までの発達段階に応じ、一貫性の

ある生活・学習態度を

身につけるための目

標として作成し、活

用しています。

.

市内胡!八條北小・

八修中合同運動会

体育祭の開催

6人

.小掌で新学曾指、領の

一元(中学校はH24年度から)
学ぶ内容が充実し、授業時

数が増加することで、子ども

たちの「生きる力」を育みま

す。

^

八潮

小中合伺保健委会に潮止中ブロック
の一員として参加し、生活習偵の見直
しについて、皆さんと話し合いを ま
した.中学生による詳しい説明に、 JJ、
4 の娘にもいずれこのように逞しくな
つてEらいたいと思い、とても mな
体験をすることができました.

■小中一貫教育通知表検討委員会

の開催(H22~H23年度)
これまで各校で活用してきた通交口表の効果を検証し、小学校と

中学校の三平価のあり方を検討しました。

2.44 235

H24

^キ

小中一貫教育へ

平成24年度

卓^

■

の実施

これまで学校独自で行っ

ていた研修会をブロックご

とに市内で統一し、実施しま

した。

亜、ニ、ヅトで'
全国に向け、本市の取組を

発表しました。

■可^(ー・124^
市内全小中学校 15 校

に、 3年間の小中一貫教

育研究指定を行いまし

た。

■研究発表

・潮止中ブロック(中川小、

潮止中)

H23

■小中一貫教育懇談会の開催(H22,◆・゛23^
保護者や地或刀方々から小中一貫教育につぃて

の意見をいただくため懇談会を設置しました。

10人

H22.3月発行

■字^雅・棚占
(H24~H26年度)
本市の児童生徒数が、鉄道の

開通により駅周辺では増加傾
向にあり、一方、地域によって
は減少傾向にあるなど、市全体
では大きな偏りがみられるこ
とから、審議会に『八潮市の人
口動態を踏まえた適正な学校
配置について』諮問しました。

春休みの課題(まなひ
部会で作成)を配付
ノ」、^"リー

が中学校につな力Cる
よう市内共通の課題を
作成・配布しています。
入学後、中学校に提出し、
確認デストなどを行います。

5人

合同研

■家庭・地域との連携
潮止中ブロックでは、小中保護者の合同授業参観や

懇談会を実施し、その取組について、保護者力く「教育

の日発表会」で¥侵告しました。

100.0

90.0

学びをつなぐ小中一貫教育

平成26年度平成25年度

80.0

■各部会での検肘
・けいかく部会一・

教育課程の課題検討
・まなび部会,

八潮BasiC改訂版の作成
・こころ部会

生活,学習ガイドの有効活用
・しえん部会

個月U支援フフ,イノゆ,活用

■研究発表
・大原中ブロック(大曽根」、、
大瀬小、大原小、大原中)

・八幡中ブロック(八幡小、
柳之宮小、八幡中)

70.0

19人

,会から中間裏学

=申の.出

審議や視察を重ね、字校教

育審議会から中間答申が出さ

れました。

79.1

78.5
■

.

はぱたきプラン

H19

数と計算

と測定

形

関係

.

2.37

H25

■八',' BasiC旺の配付
国語と算数・数学の応用・発

展的な内容になつています。

BasiC1 と同様に、ノ」学校3年生

から中学校3年生までの

全児童生徒に配付してい

ます。

算%

86.

^^^
^゛.●^^"^ .

■各部会での検討
・けいかく部会・・・単元配列表、

参観のしおりの作成
・まなび部会一・ノーN翻モデル

外国語活動学習指導案の作成
・こころ部会一不登校児童生徒

の分析
・しえん部会一個別支援ファイ

ルの充実
・特号崎扇集部会・・・八潮 BasiCⅡ

の作成

13人

H20

■

5人

■倒司報告会
懇談会メン

バーがバネリス
トとなり、レ」ヰ

教育に期待
すること」をテー
マにバネルディ
スカッションを

行し、ました。

89.1

.

6人

H23.3月発行

H21

4校

■学校教育審議会から最終
答申の提出

学校教育審議会は、『八潮市
の人口動態を踏まえた適正な

学校配置について』、子どもた

ちにとってよりよい教育環境

を整備し、学校規模や本市の目

指す教育などを念頭に置き、12

回にわたり審議を行いました。

また、パブリックコメントで

いただいた市民の皆さんから

の意見も踏まえながら、「子ど

もたちにとって望ましい教育

環境」や「小中一貫教育」、「適

正な学校配置」について審議会

として意見をまとめ、最終答申

が提出されました。

87.6

フ

H22

.

■

はぱたきプ ー〆

■研究発表
・八條中ブロック(八條小、
八條北小、八條中)

89.4

0^^

八潮市

H23

.

IP=片宅

■各部会での検討
・けいかく部会・・5力年計画の作成
・まなび部会・・・外国語活動指'

料作成、春休みの課題見直し
・こころ部会・・・弓^よ,、

指'体制の確立
・しえん部会・・・個別支援ファイル

の充実と活用

■奇^(ー・129^)
市内全小中学校15校に、5年間の小

中一教育研究指定を行いました.

■研究発表
・八潮中ブロック(潮止小、
松之木小、八潮中)

90.5

■はばたき

2012

市内全小中
字キ交で1小中一
貫教育授業公
開力ワターN.
参侮見τ)しおりを
配付しました

^埼玉県

.

H24

H24.3月発行

91.1

嫡

今後は、いただいた答申を基

に、児童生徒数の見込みや地域

の実情を勘案し、適正な学校配

置について全庁的に検討して

いく予定です。

す上行児

盃の動童
調諸等生
査問生徒

題徒の
に指問
関導題H25

14人

●●■●,

はぱたプラン

5人

^略^^^

7人

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

0.00

.学力向上指導員の配置

教職員の指導力向上を図る

ことにより、きめ細やかな教育

を充実させ、児童生徒の字力向

上につなげるために、 3校(2

小学校、 1中学校)に5人の指

導員(退職校長等)を配置しま

した。

3校

画各部会での検討

・けいかく部会・・・家庭学習の定着について

の検討

5人

■合同報告会
大瀬小で実施

した小中一教
育保護者ア>ケ
ートについて

A広報委員の
皆さんに発表
していただきま
した

6人

H25.3月発行

・まなび部会・・・八潮BasiCⅡ(算数・数学)力試しテストの作成

・こころ部会・・・いじめ・不登校を生まないための取組の実施・検証

・しえん部会,一実践校に字ぷ「個月"支援ファイル」の}舌用、↑誹R交換

15人

5人

8人

不登校生徒発生率(%)

卑●●●■

平成26年11月20日に、潮
止中学校ブロックの研究発表会
が開催されました。
研究当初は、中川小学校と潮

止中学校の2校での研究を進め
ていましたが、通学区域の一部
変更により平成 26年度から3
校に変わりました。

本ブロックでは、
キャリア教育を教育
の柱に据え、学力の
向上と豊力寸゛0、の
育成について研究を
進めています。

3校

■開

.

●尋●●尋●■●●尋●●尋●●尋●■●●巨●●■.

!,注目されています

5人

^^゛^■^

H19

干

6人

保腫者の感想

これまで、本市の小中

教について、北海

道から沖まで全国各

地の自治体から多くの

視察があ0ました.

.

品

.

.

.

20

H26.3月発行

■■

16人

.

冒■

2.92

5人

H21

盲冒冒■闇冒●冒

8人

発表会当日は、小中合同授業
や合伺児童会生徒会を行い、こ
れまでの研究成果を発表しま
した。墨大の成果として、 3校
の教職員が小中学校の文化を
お互いの「特色・よさ」として
認識し、協働できるようになっ

たこと等が報告されました。

3校

2.6

H22

3.16

5人

成果と課題

5人 八潮市の基礎学力の定着や不登校児童生徒の減少
に一定の成果が見られるようになりました。

9人
しかし、平成26年度全国学力・学習状況調査では、

小学校6年生の国語・算数、中字校3年生の国語・4校

数学において、全国平均正答率を5ボイント前後下
5人 回る結果が出ています。この結果から、基礎的な内容

については習得されているものの、特に思考力や判断6人
カ、応用力を必要とするル眼亘について1才i果題力てあります。

また、平日に3時間以上テレビ平成26年度全国学力・学習状況調査

単位.%)やピデオを見たり、コンピユータ小学校算数(第6学年)

算数B(主{こ「活用」に関するル慨やスマートフォンを使ったゲー
ムをしたりすることも、全国平均八潮市埼玉県 全国

より5ポイント以上高くなって60.5 61,355.6

おり、授業改善とともに家庭学習56.553.2 56.8

59.1 65.フ66.1 の定着が、字力向上を図る上での
55.950.9 56.2 課題化なっています。
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圏平成27年度の取組

(1)八潮市独自の教育課程の実施

9年閻を見通した年間指導計画及び八潮市独自の教育課程(「こくさい科」「えらべる科」しぶるさ

と科D に則り、市内全小中学校で実施します。

「こくさい科」は、コミユニケーション能力 (単位:時問)

こくさい科 えらべる科 ふるさと科の育成や望ましい人間関係づくりを目的と
3・4年生 1817 35

して、小学校3・ 4年生で実施しています。
355・6年生 35

2「えらべる科」は、小字校3年生から中学校
1年生 2525

3年生まで、総合的な学習の時間の趣旨を基
35~45 25~352年生

本に据え、児童生徒自ら力信果題を設定し、学
35~503年生 20~35

習を進めています。

3 しぶるさと科」は、私たちのふるさと「八潮」の学習を人とのふれあいを通して、各学年の発

達段階に応じ、小学校3年生から中学校3年生まで実施しています。

子どもたちの未来を彩る小中一貫教育

(2) 4 ・ 3 ・ 2制を意識した取組の推進

4・3・2制は、児童生徒の実態に応じ、教職員が学びのくくりとして認識し、指導していくため

の理念を具現化するものです。特に、小学校5年生から中学校1年生は小・中学校をつなげていくた

めの学びのくくりと捉え、次のことを重視し、指導していきます。

小学校1年生~4年生

礎・本の確実な定

(学習・生活)

問い

合わせ

(3)小中一貫教育の研究(推進体制における取組)の一層の推進

埼玉県八潮市中央一丁目2番地5 電話048-996-2卞11(内線398)

八潮市教育委員会学校教育部小中一貫教育推進室

●市内の教を成

とした「けいかく」、「ま

なび」、「こころ」、「し

えん」の4 会を

し、小中一

いて検・推

学ひを結ぶ次のステージヘ

■平成27年度の取組

小学校5年生~中学校1年生

円滑な接続に必要な学力と

かな関わりの実現

'ジョイスタ特別授業
会は、市内全体

の取の企画や各校の

推'者として活して

います。

0

につ

してい

(4)日々の授業の充実

0小中一貫教育の視点を加えた指導案の作成

「単元配列表」等を参考に指導内容の系統性を意識し、指導案に小中一貫教育を踏まえた指導

方針等を明記します。また、Πよばたき2015授業公開」で配布する「参観のしおり」に、「小中
一貫教育の視点」を入れて作成し、保護者の理解を深めます。

四学力向上指導員を配置

学力向上指導員(退職した校長等)を配置し、市内小中学校の若手教職員等の指導・支援を行
います。

3授業展開の改善

.「八潮スタンダード(仮称)」・,・基本的な授業展開を確立します。

導入の時間を守り、児童生徒の考える時間、学び合う時間、習熟を図る時間を十分に確保
します。

.「わかる授業」 7つの視点を重視した指導を行います。

校長会

しえん部会【校長、教頭、特別支援コーディネー
ター等、担当指導主事】

個別支援ファイルの活用推進の検討

支援が必要な児童生徒に関する情報共有

各中学校ブロック研修会の企画・運営

小中一貫教育推進委員会
校長会会長各部会校長、教頭、小中一

教育推進室室長、指導課指導主事、事
務局(小中一教育推進室)

中学校2年生~3年生

生涯にわたって

学び続ける生徒の育成

けいかく部会【校長、教頭、
諭・教務主任、担当指'主事】

※教務主任会と兼ねる

03部会の集約・校内周知
0 「家庭学習」について検討
0中学校ブロック内の企画・運営

教頭会

主幹教

再

与

0課題とまとめを明確にした板書とノート指導をします。

0既習事項や生活体験に根ざしたやる気にさせる導入を工夫します。

0思考力を高める発問をします。

0学び合いを深める時間を確保します。

0次時の学びにつなげる評価をします。

0一人一人に応じたきめ細やかな指導をします。

0八潮市小中一貫教育「学習ガイド」の活用による授業規律を徹底します。

目■

まなび部会【校長、教頭、学力
向上推進担当教諭等、担当指導主事】

八潮Basicl・Ⅱの活用促進
の検討
rjゞ朝スタンダード(仮称、)』

(基本的な学習展開)の確立

⑦
E云、中学智

こころ部会【校長、教頭、生徒
指主任、担当指主事】

生徒指導主任会と蒙ねる

不登校児童生徒の減少、
いじめ防止に向けた施策の
検討・実施
生徒指導上の共通行動の
確認・共有

(5)子どもが学ぶ楽しさを昧わう事業の展開

0 「八潮こども夢大学」の一層の充実

大学での体験(模擬)授業を通して、子どもたちに学ぷ楽しさを

味わわせ、夢を抱くことや学習意欲の向上を図ります。

四「ジヨイスタ(土曜勉強会)」の充実

小学校3年生から中学校1年生までを対象に、基礎的な学習や興味

関心を高める特別授業のほか、中学校3年生を対象に公立高校の入試

対策授業を行い、学力の向上を図ります。

●国の動向

政府は、中央教育審議会からの小中一貫教育の制度化等についての答申を受け、小学校と中学校の義務教育9年間のカリキユラムを

弾力的に運用できる小中一貫校を制度化する学校教育法改正案を悶議決定しました。(平成27年3月17日)

文部科学省は、「公立小学校・中字校の適正規模・適正配置等に関する手引」を約60年ぷゆに改訂し、公表しました。(平成27年
1月27日)
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